
　
　
　
第
十
巷
　
　
紹
　
　
介

り
、
叉
當
時
の
癒
老
等
に
質
し
て
「
、
湖
東
陶
志
」
を
編
纂
し
、
其
後

猫
ほ
熱
心
な
る
調
査
を
総
綾
す
る
こ
馬
こ
廷
留
年
に
し
て
此
度
そ
れ

等
の
三
蹟
を
纏
め
て
獲
表
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
内
容

は
二
塁
、
民
窯
湖
東
焼
（
絹
屋
窯
）
、
藩
窯
湖
東
焼
、
民
窯
湖
東
焼

（
山
口
窯
）
り
包
焼
、
民
窯
湖
東
土
焼
，
民
業
赤
総
湖
東
焼
、
蒲
…
窯

三
山
湖
東
焼
，
民
窯
園
田
湖
東
焼
，
民
話
長
濱
湖
東
焼
、
湖
東
焼

職
入
の
京
都
に
於
て
の
活
動
の
十
一
章
に
年
表
及
び
索
引
を
附
し

菅
四
葉
の
挿
圖
を
添
へ
て
あ
る
。
中
に
も
藩
窯
湖
東
嶢
の
章
は
本

書
の
主
要
な
る
部
分
で
、
井
伊
直
亮
が
湖
東
焼
の
優
秀
な
も
の
を

作
っ
て
立
派
な
國
産
を
興
さ
う
ε
の
趣
旨
か
ら
、
民
窯
を
藩
蕪
ぐ
」

し
て
以
來
、
代
々
の
藩
主
が
経
螢
の
困
難
な
る
に
も
拘
は
ら
す
濁

し
て
野
鶴
政
治
家
ざ
し
て
有
名
な
直
弼
が
苦
心
惨
野
漆
國
産
に
劣

ら
ぬ
も
の
に
し
や
う
ミ
努
力
し
た
こ
ミ
よ
り
、
逡
に
藩
窯
を
慶
圧

す
る
に
至
る
ま
で
の
駄
況
を
叙
蓮
し
て
あ
っ
て
賜
る
興
趣
を
惹
く

其
他
の
多
智
も
藩
窯
ε
な
っ
た
前
後
の
事
を
蓮
べ
て
あ
っ
て
、
蕾

に
鑑
賞
家
蒐
集
家
若
し
く
は
製
陶
家
の
参
考
ミ
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
我
國
の
藝
術
奥
産
業
史
の
研
究
者
に
ミ
つ
て
も
亦
好
個
の
薄

霞
ミ
な
る
も
の
で
あ
り
猶
ほ
直
弼
の
趣
味
の
孕
面
を
窺
ふ
こ
ε
も

　
　
　
　
　
　
　
　
第
鰻
號
　
　
一
四
二

出
馨
る
も
の
で
あ
る
。
（
菊
版
三
九
四
頁
、

擾
・
曹
早
行
、
便
六
・
○
○
）
〔
…
以
上
松
漏
野
望

轡
郷
士
制
度
の
研
究

（山

nー

j
ニ
）

湖
東
焼
の
研
究
出
版
後

小
野
　
武
夫
著

　
我
國
に
於
け
る
農
政
の
澹
革
が
兵
制
ε
相
象
る
慮
は
甚
だ
遽
く

旦
甚
だ
深
く
、
時
に
は
兵
制
蔀
ち
農
制
で
あ
る
や
う
に
槻
え
た
。

徳
川
時
代
に
至
っ
て
は
、
所
謂
郷
士
は
分
布
匿
域
を
局
限
さ
れ
た

け
れ
曹
も
。
近
世
肚
會
史
及
び
経
理
史
上
に
於
て
は
可
な
り
重
要

な
役
目
を
帯
び
て
一
方
に
於
て
は
武
士
ε
し
て
待
遇
を
受
く
る
S

共
に
他
方
に
起
て
は
地
圭
ミ
し
て
の
経
濟
生
活
を
螢
み
以
て
郷
村

の
中
心
ミ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
Q
本
書
は
そ
の
郷
士
に
蘭
す
る
制

度
を
研
究
せ
ん
S
し
、
主
ミ
し
て
徳
川
時
代
に
於
け
る
郷
士
の
本

質
を
明
か
に
し
、
此
制
度
が
維
新
ミ
共
に
幻
滅
し
た
事
情
及
び
其

後
に
於
け
る
彼
等
の
生
活
の
一
斑
を
叙
し
且
つ
現
代
就
會
に
及
ぼ

し
た
影
響
を
見
や
う
ミ
す
る
の
で
あ
る
け
れ
さ
も
、
郷
士
制
度
の

前
身
で
あ
っ
た
兵
農
繍
途
及
び
て
そ
れ
が
分
離
す
る
に
至
る
推
移

を
も
知
ら
ん
ミ
し
た
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
第
一
章
を
序
論
ε
し
、

そ
の
中
に
於
て
荘
園
難
度
ミ
武
士
の
登
生
、
庄
園
の
崩
壌
ε
兵
農



僻

の
漸
離
S
を
略
叙
し
、
兵
農
分
離
の
凛
因
を
探
究
せ
ん
¶
こ
し
た
σ

第
二
章
を
本
論
ミ
し
徳
川
時
代
に
於
て
郷
士
の
出
現
す
る
肚
會
細

魚
に
経
濟
的
事
情
を
説
き
、
郷
士
を
其
の
特
質
に
よ
っ
て
廣
分
し

戦
圏
員
た
る
郷
士
及
び
非
職
闘
員
た
る
郷
士
ミ
し
、
そ
の
薗
者
を

更
に
特
置
郷
士
、
救
濟
郷
士
に
細
別
し
、
後
考
は
蓉
族
郷
士
及
び
登

用
郷
士
蹄
ち
こ
れ
で
あ
る
ミ
し
，
郷
士
噛
こ
村
落
趾
會
ε
の
關
係
を

観
て
維
新
に
際
冠
し
た
る
郷
士
照
度
の
憂
遷
を
蓮
べ
て
居
る
。
第

三
章
に
立
て
は
、
以
上
の
毎
期
を
綜
合
観
察
し
て
、
徳
川
幕
府
の

政
治
思
想
は
兵
農
分
離
を
以
て
治
國
の
要
諦
ミ
し
た
け
れ
汐
も
、

奨
の
封
建
治
下
に
於
け
る
人
民
の
統
御
は
必
ず
し
も
㎝
様
に
は
行

か
な
い
。
そ
れ
故
に
此
時
代
に
於
け
る
郷
士
出
現
の
事
情
も
匠
々

で
あ
る
け
れ
騙
こ
も
、
大
鎧
か
ら
見
て
中
世
の
農
兵
制
度
を
其
儘
糠

擁
し
た
も
の
、
申
絶
し
た
る
を
再
興
し
た
も
の
、
軍
役
に
出
動
せ

し
め
ん
が
た
め
に
特
に
採
用
し
た
も
の
．
公
共
事
業
の
動
功
者
を

表
彰
の
意
味
で
郷
士
に
し
た
も
の
及
び
家
中
の
武
士
を
農
村
に
放

ち
て
移
任
土
着
せ
し
め
た
も
の
等
が
あ
る
。
而
し
て
彼
等
は
明
治

維
瓢
に
撃
て
・
は
武
士
格
た
る
肚
會
的
名
懸
を
失
ふ
た
け
れ
さ
も
、

自
作
農
た
る
特
質
は
依
然
ε
し
て
保
有
し
た
・
め
に
、
蕎
幕
時
代

　
　
　
第
十
巻
　
　
紹
　
　
介

轡

に
低
級
武
士
隔
こ
し
て
蔑
覗
せ
ら
れ
た
る
に
拘
ら
す
、
維
新
後
ε
難

も
新
赴
會
の
一
勢
カ
ミ
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
寡
黙
に
於
て
武
士

が
流
離
韓
愛
の
生
活
を
管
ん
だ
唱
、
」
は
大
に
差
異
が
あ
る
事
を
指
摘

し
て
居
る
。
以
上
本
文
の
外
に
追
記
「
恒
久
郷
士
に
就
て
」
が
あ
り

夏
に
附
す
る
に
三
葉
の
口
恥
を
以
て
し
て
居
る
。
其
の
所
論
に
は

や
・
首
肯
し
難
き
貼
や
、
更
に
著
者
の
説
明
を
求
め
た
き
鮎
一
例

へ
ば
中
世
の
所
謂
「
悪
蕪
」
ミ
郷
士
ε
の
因
果
關
係
、
近
世
期
の
浪

人
ε
郷
士
ミ
の
關
係
の
如
き
一
が
な
い
で
も
な
い
が
、
私
は
此
方

面
に
蜀
す
る
唯
一
の
纏
っ
た
書
S
し
て
、
一
般
護
書
子
に
推
す
る

吝
か
な
る
も
の
で
は
な
い
。
（
魚
島
こ
○
｝
頁
、
大
饗
山
書
店
獲
行
、

璽
一
・
五
〇
）

鯉
日
本
宗
激
史

土
屋
詮
澱
著

　
本
書
は
著
者
が
往
來
早
稻
田
大
娯
の
文
學
科
及
び
歴
史
地
理
科

の
講
義
録
に
連
載
し
、
後
ち
鷺
行
本
ミ
し
て
刊
行
し
當
時
既
に
撒

版
を
重
ね
た
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
訂
正
壇
補
し
て
重
刊
し
た
も

の
で
あ
る
。
緒
論
に
於
て
宗
敏
及
び
宗
敏
史
を
設
明
し
、
第
一
編

上
仁
愛
第
二
全
中
古
史
第
三
編
近
古
史
第
四
編
近
世
史
に
大
捌
し

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
四
三
（
六
三
三
）



　
　
　
第
十
巷
　
　
紹
　
　
弁

前
後
十
六
章
百
五
十
五
簾
に
再
鯛
し
、
附
す
る
に
融
宮
及
び
室
な

る
官
零
墨
趾
山
繭
見
、
君
道
各
教
派
管
長
及
事
務
所
、
佛
敏
各
宗
派

総
本
由
大
本
山
及
本
山
一
賢
、
佛
敏
餐
宗
派
蟹
家
及
信
徒
，
幕
督

教
各
派
等
の
＋
項
を
以
て
し
、
建
國
以
來
南
東
大
震
災
に
至
る

ま
で
の
紳
儒
佛
耶
の
四
教
に
關
し
各
時
代
に
於
け
る
諸
宗
教
の
起

原
、
敏
租
、
教
理
、
愚
管
、
儀
式
よ
り
、
道
徳
風
俗
政
治
教
育
に

及
ぼ
せ
る
影
響
を
明
か
に
し
、
加
ふ
る
に
所
講
、
卜
占
、
禁
厭
、

祭
典
、
會
式
等
の
俗
信
仰
に
至
る
ま
で
の
事
蜜
観
象
を
網
羅
し
た

る
も
の
な
れ
さ
も
，
特
に
奈
良
覇
時
代
の
六
宗
昌
隆
期
の
記
述
、

近
世
に
於
け
る
憩
儒
佛
分
離
期
に
圏
す
る
記
蓮
及
び
明
治
時
代
の

撫
が
敏
“
ぽ
説
け
る
謎
は
注
目
【
に
槽
眠
す
る
。
（
弗
菊
版
七
六
六
｝
員
、
儒
慣
五
。

五
〇
、
自
修
肚
獲
行
）
〔
以
上
中
村
回

轡
日
本
新
話
傳
説
の
研
究

高
木
敏
雄
著

　
本
書
は
故
大
阪
高
等
學
畏
敬
提
鞘
學
士
高
木
敏
雄
氏
の
慰
稿
中

瀞
話
傳
論
に
關
す
る
も
の
を
集
録
し
九
も
の
で
あ
る
、
高
木
氏
が

我
國
雲
譲
學
の
開
拓
者
ミ
し
て
の
功
績
は
こ
・
に
贅
言
す
る
の
要

は
あ
る
ま
い
、
篇
を
分
ち
て
紳
話
、
叢
叢
、
説
話
，
童
話
の
四
ミ

　
　
　
　
　
　
　
・
第
購
號
　
　
　
一
瞬
圃
四
　

（山

n一

ｲ
四
）

し
、
そ
の
中
に
日
本
痴
話
墨
の
建
設
、
日
本
紳
話
學
の
歴
史
的
概

観
、
頭
蓋
鳴
弦
諸
語
に
現
れ
た
る
高
天
原
要
素
ε
出
雲
要
素
、
大

國
続
載
の
稗
話
、
浦
島
傳
論
の
研
究
、
牛
の
聯
帯
傳
設
、
論
話
學

者
ミ
し
て
の
瀧
澤
馬
琴
、
日
本
説
話
の
印
度
超
源
に
識
す
る
疑
問

日
韓
共
通
の
掃
蕩
説
話
、
入
身
御
供
論
、
英
雄
傳
説
桃
太
郎
新
論

等
の
諸
篇
あ
り
、
其
の
研
究
方
法
に
は
も
つ
ε
強
く
民
族
心
理
學

に
立
脚
し
，
且
つ
歴
史
的
考
詮
に
重
き
を
お
い
た
ら
く
」
思
は
れ
る

館
も
な
い
で
は
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
も
我
古
代
史
や
、
土
俗
學

を
學
ば
ん
ミ
す
る
も
の
Σ
必
ず
一
度
は
眼
を
善
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
ら
う
。
（
菊
版
五
七
〇
煮
転
書
院
農
党
、
定
償

五
・
○
○
）
【
徳
重
】

　
　
働
近
代
蒙
古
史
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
矢
野
　
仁
一
著

著
者
が
近
世
支
那
の
改
治
外
交
史
に
深
造
し
卓
抜
着
實
な
る
識

見
を
懐
き
て
我
が
東
洋
欝
欝
界
に
披
長
の
令
名
を
博
せ
ら
る
、
は

周
知
の
こ
「
こ
に
属
し
，
聾
者
は
勿
論
政
治
外
交
家
よ
り
野
業
壕
に

至
る
ま
で
皆
其
の
卓
見
を
聞
か
む
ε
欲
し
て
結
滞
す
る
や
久
し
い

本
書
は
＋
雪
年
來
燃
犀
の
燗
賑
を
以
て
潜
心
注
意
せ
ら
れ
し
近
代


